
カプコンのスタジオで学ぼう

ゲームサウンド

制作体験
著作権

（株）カプコンと（一社）コンピュータソフトウェア

著作権協会は共同で、ゲームのサウンド制作体

験などを通じて著作権を学ぶ啓発イベントを中

高生を対象に開催しました。

本イベントは、制作体験を通じて創作への敬意

や創作意欲を育み、あわせてゲームソフトに関

する著作権の理解を深めることを目的として開

催しました。
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第１部 ゲームソフトの効果音収録専用スタジオの見学・体験

第２部 ゲームソフトに関わる著作権の講義、質疑応答、振り返りと感想発表

ゲームサウンド制作体験

カプコンテクニカルセンターの効果音収録専用スタジオにて、
サウンドチームのスタッフの説明を受けた後、キャラクターの
走行音や刀を研ぐなどの効果音を作る体験を行いました。完
成した効果音をゲーム映像に編集して上映しました。

ACCS職員により、ゲーム
ソフトに関わる著作権の
講義を行いました。
また、著作権クイズや質
疑応答も行い、参加者か
らは様々な質問が寄せ
られました。

著作権の講義

今日のイベントを振り返
り、参加した感想の発表
を行いました。
感 想の中で出た疑問点
にはACCSとカプコンのス
タッフが回答し理解を深
めました。

振り返りと感想発表

活 動

報 告

とと

会員会社 × ACCS 著作権共同啓発レポート

制作の楽しさと著作権を守る大切さを、プロの現場で体感

カプコン本社にて、ゲーム関連の
展示品見学と、知的財産部によ
る、知財部の仕事やゲーム特許に
関するミニ講義を行いました。

展示品見学とカプコン知財部の話

カプコン本 社にて、ゲームのサ
ウンドやBGMの制作の手法をカ
プコンのクリエイターが解説する
動画を上映しました。

サウンドメイキング映像の視聴



タイトル カプコンのスタジオで学ぼう「ゲームサウンド制作体験と著作権」
日時 2024年7月25日(木)、26日(金) 14:00-16:00
場所 株式会社カプコン大阪本社
対象 中学生・高校生
参加人数 両日各18名
主催 一般社団法人コンピュータソフトウェア著作権協会
協力 株式会社カプコン知的財産部、カプコンサウンドチーム
後援 一般社団法人コンピュータエンターテインメント協会 (CESA)
 大阪市教育委員会
プログラム 第一部　ゲームソフトの効果音収録専用スタジオの見学・体験
 第二部　ゲームソフトに関わる著作権の講義、質疑応答、感想発表

・ サウンドを自分で動いてつくったのが感動した。

・ モンスターハンターは、

 1つの作品として様々な人たちの手によって

 工夫が凝らされているのだと知った。

・ 働いている人たちは皆、

 働くというよりもクリエイトする場として、

 楽しく創作していて魅力的だった。

・ モンハンのSEを体験できて

 おそらく人生で一生の思い出になると思います。

 本当にありがとうございました！

開催概要

（株）カプコンより

参加者の感想

・ 著作権はゲームや作品などを

 まもるためにあることがわかった。

・ 著作権がなければ、

 同じようなゲームが増えてつまらないから、

 著作権は大事だなと思った。

・ ゲームやキャラクターのイメージを

 失わないように大切にしようと考えた。

・ 学校よりもかなり深掘りしてくれて

 とても分かりやすかったです。

著作権は
大事だと分かった

ゲーム制作
ってすごい

振り返りの時間の中で今日の体験を反芻し、

また互いの意見を共有することで、

より深い学びとなりました。

振り返りの時間の中で今日の体験を反芻し、

また互いの意見を共有することで、
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一般社団法人コンピュータソフトウェア著作権協会（ACCS）
〒112-0012 東京都文京区大塚5-40-18 友成フォーサイトビル5F
TEL ：03-5976-5175　FAX：03-5976-5177（平日9:30〜17:30）
Web ：https://www2.accsjp.or.jp/

作品が愛されていることを実感

弊社は創業以来、一貫して著作権を含む知的財産権の活

用および適切な管理・保護を図ると共に普及啓発活動を

行ってまいりました。今回、若年層への普及啓発を行いた

いとのACCS様の想いに賛同し、本件イベントを共同実施

致しました。

参加頂いた中高生の皆様には、ゲームサウンドの制作体験

を通じ、普段ゲームをプレイするだけでは知ることのない

ゲーム制作の大変さや、著作権を遵守する必要性を感じ

て頂けたと実感しています。

また、副次的効果としては、中高生の皆様の生の声として

弊社の作品が非常に愛されていることや著作権を知るべ

く積極的に学ぶ姿勢を肌で感じることができたことでした。

社会貢献活動の一環として、弊社はこれからも著作権の

普及啓発のため、尽力していく所存です。

ACCSより
カプコンの知的財産部、サウンドチームならびにデザ

イン部門に多大なるご協力をいただいた結果、体験と学

びを高いレベルで両立させたイベントを成功裏に終える

ことができました。全社体制で取り組んでいただいたこ

とに心より感謝申し上げます。

本事業は、(一社)授業目的公衆送信補償金等管理協会
（SARTRAS）共通目的事業の助成事業として実施しました


